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令和３年度予算のあらまし
○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経

費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計
○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で

収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

令和３年度（前年度比）
一般会計     5,764億円　（353億円増加）
特別会計     3,134億円　（70億円増加）
企業会計     2,196億円　（117億円減少）

合計 １兆1,094億円 （306億円増加）

●令和３年度の会計別の予算規模

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和２年度当初予算の金額

歳入総額
5,764億円
〔5,411〕

市税 
2,060

〔2,179〕諸収入
454〔330〕

繰入金
460〔350〕

市債 
683

〔518〕

国庫支出金 
951

〔918〕

地方交付税
183〔193〕

地方消費税交付金
236〔263〕

その他
297

〔231〕

県支出金
287〔267〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和２年度当初予算の金額

土木費
562

〔570〕 公債費
616

〔573〕

歳出総額
5,764億円
 〔5,411〕

健康福祉費
2,108

〔2,054〕

経済費 
379〔239〕

総務費 
457〔349〕

諸支出金 
79〔85〕

教育費
1,022

〔977〕

消防費 
143〔152〕

市民費 
220〔195〕

環境費 
148〔185〕

その他 
30〔32〕

（単位：億円）

平成29 ２令和元30 ３

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,764 

1,218

1,259 

612

604

785

417 

578
291

　一般会計・特別会計・企業会計を合計した市全体の
予算規模は１兆1,094億円で、前年度比306億円増加し、
震災以降引き続き１兆円を超える規模となりました。
　一般会計では、中小企業融資預託金や一般過年度還付
金の増加などにより、前年度比353億円増の5,764億円
となりました。
　また、特別会計は介護保険事業特別会計における保険
給付費の増加などにより70億円増加し、企業会計はガ
ス事業における原材料費の減少などにより、117億円減
少しました。

　本年度は、施政方針に掲げた施策の３つの柱である
「社会変化を力に変えるまちづくり」・「人のつながりが
育む豊かな地域づくり」・「杜の都の可能性を広げるまち
づくり」に重点的な予算配分を行いました。
　また、地域経済の早期回復・成長促進による安定した
税源の確保に加え、新たな仙台市役所経営プランの策定
を通じた事務事業見直しの徹底や効率化の推進、公共施
設の長寿命化など、引き続き持続可能な財政基盤の確立
に向けた取り組みを進めていきます。

「挑戦を続ける、新たな杜の都へ―“Ｔhe 
Ｇ
グ リ ー ネ ス ト

reenest Ｃ
シ テ ィ ー

ity”SENDAI」の実現に向け
た財政運営

1,148

1,135

567

715

378

5,390

568
176

703

使用料および手数料
153〔162〕

5,476

1,156

1,083 

557

742

698

415 

608
217

　市債は、臨時財政対策債の増加などにより165億円増
加しました。諸収入は、中小企業融資預託金の増加など
により124億円増加しました。繰入金は、財政調整基金
からの繰り入れの増加などにより110億円増加しました。
また、市税収入は新型コロナウイルス感染症の影響によ
る法人市民税の減少などにより119億円減少しました。

市債や諸収入が増加歳 入

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅

【目的別の歳出】　子育て支援や障害者福祉など社会福祉
に要する費用である健康福祉費は、認定こども園等の施
設型給付費の増加などにより、2,108億円（36.6％）
と最も大きな割合を占めました。次いで教育情報ネット
ワーク関連機器更新費の増加などにより教育費が1,022
億円（17.7％）、公債費が616億円（10.7％）、土木費
が562億円（9.7％）となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障給付等の扶助費、借
入金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、子育
て支援関連経費の増加などにより前年度に比べて74億
円の増加となりました。また、投資的経費は、青年文化
センター大規模改修に係る経費の増加などにより前年度
に比べ18億円の増加となりました。

歳 出 義務的経費・投資的経費共に増加
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●【性質別】歳出額（一般会計）の推移
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令
和
３
年
度
か
ら
始
動
す
る
新
た
な

基
本
計
画
の
理
念
は
「
挑
戦
を
続
け

る
、
新
た
な
杜
の
都
へ
―
“
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｇグ

リ

ー

ネ

ス

ト

ｒ
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ｓ
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ｉ
ｔ
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Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
」
で
す
。
社
会
情
勢
や

価
値
観
の
変
容
に
柔
軟
に
対
応
し
、
変

革
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
な
が
ら
、
人

と
の
絆
や
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
杜

の
都
の
風
土
を
未
来
へ
引
き
継
ぎ
、
世

界
か
ら
も
選
ば
れ
る
希
望
あ
る
ま
ち
へ

の
挑
戦
を
始
め
ま
す
。

社
会
変
化
を
力
に
変
え
る
ま
ち
づ

く
り

　
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
な

ど
を
図
る
と
と
も
に
、
証
明
書
等
の
交

付
手
続
き
を
窓
口
に
行
か
ず
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
申
請
で
き
る
よ
う
に

す
る
実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
国
家
戦
略
特
区
や
企
業
等
と

の
連
携
窓
口
で
あ
る
ク
ロ
ス
・
セ
ン
ダ

イ
・
ラ
ボ
な
ど
に
よ
り
、
民
間
の
創
意

工
夫
を
活い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
地
域
経
済
の
再
生
と
活
性
化
に
向
け
、

中
小
企
業
へ
の
資
金
繰
り
支
援
や
商
店

街
の
売
り
上
げ
向
上
な
ど
の
域
内
経
済

循
環
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
業
態
転
換
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
等
に
よ
り
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
等

を
行
い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
で
働
く
就

　
昨
年
の
年
初
よ
り
、
世
界
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
闘
っ
て
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍か

を
乗
り
越
え
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
日
常
を
一
刻
も
早
く
取

り
戻
す
た
め
に
、
感
染
症
拡
大
防
止
策

や
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、
ス
ト
レ
ス

へ
の
心
の
ケ
ア
な
ど
の
手
立
て
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

な
く
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
経
済
の
中
核
を
担
う

地
元
企
業
の
方
々
こ
そ
が
、
市
民
生
活

の
安
定
、
さ
ら
に
は
ま
ち
の
活
力
創
出

の
要
で
す
。
事
業
継
続
の
支
援
な
ど
、

地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
た
施
策
に
加

え
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
や
戦
略
的
な

観
光
振
興
を
進
め
ま
す
。

　
一
方
で
、
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
す

る
中
、
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
や
、

都
心
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
定
禅
寺

通
の
活
性
化
な
ど
、
本
市
の
未
来
を
形

作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
に
注
力
す
る

中
で
も
、
未
来
へ
の
投
資
を
行
い
、
本

市
の
持
続
的
な
活
力
を
創
出
し
、
東
北

全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 郡　和子

仙台市長

職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し
た
地
元
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
採
用
・
就

職
活
動
の
支
援
継
続
な
ど
、
地
元
定
着

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
観
光
分
野
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
踏
ま
え
た
観
光
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
を
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
げ
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

に
よ
り
、
社
会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら

交
流
人
口
の
回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
が
育
む
豊
か
な
地

域
づ
く
り

　
１
人
１
台
の
端
末
を
活
用
し
た
学
習

モ
デ
ル
を
実
践
す
る
ＧギＩ
ＧガＡ
ス
ク
ー

ル
推
進
校
の
設
置
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最

大
限
に
活
か
し
た
学
び
の
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
き
め
細
か
な

指
導
が
行
き
届
く
よ
う
、
35
人
以
下
学

級
を
小
学
校
３
年
生
に
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
対
策
と
し
て
、
在
籍
す

る
学
級
に
入
り
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る

生
徒
の
居
場
所
と
な
る
「
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
設
置
校
拡
充
な
ど
を
行
い
ま
す
。

い
じ
め
の
防
止
に
向
け
て
は
、
い
じ
め

対
応
の
中
心
と
な
る
児
童
支
援
教
諭
の

配
置
校
を
１
１
４
校
に
拡
充
す
る
な
ど
、

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
相
談
体
制
を
整

備
す
る
ほ
か
、
不
妊
症
・
不
育
症
に
悩

む
方
々
へ
の
支
援
拡
充
や
、
保
育
施
設

の
一
時
預
か
り
等
に
お
け
る
多
胎
児
の

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
要

保
護
児
童
な
ど
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
い
子

ど
も
に
は
、
訪
問
に
よ
る
見
守
り
強
化

を
図
る
な
ど
、
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
主
体
と
手
を
携
え
、

課
題
の
発
掘
・
分
析
か
ら
協
働
事
業
の

実
施
に
至
る
ま
で
の
支
援
を
包
括
的
に

行
う
「
地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
ま
す
。

　
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
、

地
域
交
通
の
運
行
支
援
対
象
地
区
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
へ
の
生
活
支

援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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学生の地元定着促進のため、市内の対
象企業に就職した学生に対し、奨学金
の返還を３年間支援しています（写真
は対象企業の合同就職面接会）

青葉山公園（仮称）公園センター
の完成イメージ。杜の都・仙台の
歴史や文化を発信し、多くの人の
憩いの場となる施設を目指します

杜
の
都
の
可
能
性
を
広
げ
る
ま
ち

づ
く
り

　
青
葉
山
地
区
で
は
、
市
街
地
お
よ
び

本
丸
跡
か
ら
見
た
歴
史
的
眺
望
「
政
宗

ビ
ュ
ー
」
の
実
現
に
向
け
、
自
然
と
調

和
し
た
城
郭
ら
し
い
景
観
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
大
手
門
復
元
に
向
け

た
基
礎
調
査
を
開
始
し
ま
す
。
青
葉
山

公
園
追
廻
地
区
等
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
令
和
５
年
度
に
開
催
予
定
の
全
国
都

市
緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け
て
は
、
青
葉
山

公
園
の
（
仮
称
）
公
園
セ
ン
タ
ー
や
中

央
広
場
等
の
整
備
を
本
格
化
さ
せ
ま
す
。

　
都
心
再
構
築
に
お
い
て
は
、
民
間
開

発
や
企
業
立
地
を
一
層
促
進
さ
せ
る
と

と
も
に
、
定
禅
寺
通
の
活
性
化
に
向
け
、

「
勾
当
台
・
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
や
、
大
規
模
な
社
会
実
験

の
実
施
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

楽
都
・
仙
台
の
拠
点
と
し
て
の
音
楽
ホ

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
な

ど
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
東
北
全
域
の
起
業
家
を
対
象
と
し
た

集
中
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
産
学
官
金

が
一
体
と
な
っ
て
多
彩
な
起
業
家
を
育

む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の

実
現
に
向
け
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た
事
業

者
の
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

快
適
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
住
宅

コロナ禍を乗り越え 新たな杜の都へ
　　　　─“The Greenest City”SENDAI 始動

─令和３年度施政方針から

や
省
エ
ネ
家
電
の
普
及
を
図
る
な
ど
、

家
庭
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

を
進
め
ま
す
。

　
震
災
か
ら
10
年
と
な
る
今
も
心
身
に

不
安
を
抱
え
る
方
々
の
た
め
、
引
き
続

き
心
の
復
興
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
継
承
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
た

発
信
を
続
け
る
と
と
も
に
、
中
心
部
震

災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
の
整
備
に
向
け
た

検
討
を
進
め
ま
す
。
感
染
症
の
拡
大
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
事
案
へ
の
対
応

力
を
強
化
し
、
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

防
災
環
境
都
市
・
仙
台
を
築
い
て
い
き

ま
す
。

◆

　
令
和
３
年
度
は
、
基
本
計
画
を
は
じ

め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
計
画
が
初

年
度
を
迎
え
、
新
し
い
仙
台
の
ま
ち
づ

く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
幅
広
い
世

代
や
立
場
の
方
々
の
こ
の
ま
ち
へ
の
想お

も

い
を
受
け
止
め
、
と
も
に
描
い
た
未
来

を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

新
た
な
杜
の
都
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
き
ま
す
。

市ではこれまで、35人以下学
級を小学校１・２年生と中学校
１～３年生で実施しています



市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します

経
済
政
策
・
雇
用
対
策
推
進

３
０
３
億
３
０
０
６
万
円

　
「
仙
台
市
経
済
成
長
戦
略
２
０
２

３
」
に
基
づ
き
、
感
染
症
と
の
共
存
を

前
提
と
し
な
が
ら
地
域
経
済
の
持
続
的

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。
最
先
端
技
術
を
活
用
し
て
未
来
都

市
を
目
指
す
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
な
ど
の

推
進
に
向
け
て
、
産
学
官
金
の
連
携
を

進
め
ま
す
。
新
規
株
式
上
場
を
目
指
す

成
長
意
欲
の
高
い
中
小
企
業
を
「
仙
台

未
来
創
造
企
業
」
と
し
て
、
集
中
的
に

支
援
し
ま
す
。

成
長
産
業
振
興

１
億
７
９
２
８
万
円

　
地
域
I
T
企
業
に
よ
る
A
I
等
の
次

世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
事

業
創
出
な
ど
、
次
世
代
Xク
ロ
ス―
Tテ

ッ

ク

E
C
H

感
染
症
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向

け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策

９
億
７
７
５
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
お
よ
び
感
染
症
患
者
に
対
す
る
適
切

な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
推
進
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
形
式
に
よ
り
診
療
・
検
体
採

取
を
行
う
な
ど
、
必
要
な
人
に
P
C
R

検
査
が
実
施
で
き
る
体
制
の
確
保
を
推

進
し
ま
す
。
市
民
の
不
安
軽
減
や
感
染

症
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
窓

口
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
を
引
き
続
き

運
営
し
ま
す
。
自
宅
療
養
者
へ
食
料
品

等
の
提
供
を
行
う
ほ
か
、
検
査
用
試
薬

や
防
護
衣
等
必
要
物
品
を
購
入
し
ま
す
。

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

※
４
～
９
ペ
ー
ジ
の
主
要
事
業
で
は
、
一
部

の
事
業
費
の
中
に
、
再
掲
分
が
含
ま
れ
ま
す
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社
会
変
化
を
力
に
変
え
る
ま
ち
づ
く
り

主要
事業

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
若
者
の
地
元
定
着
促
進３

５
６
９
万
円

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

６
５
８
０
万
円

●
仙
山
連
携
推
進

７
２
４
万
円

●
国
際
姉
妹
都
市
等
と
の
交
流

９
４
３
万
円

●
国
内
姉
妹
都
市
と
の
交
流６

２
８
万
円

●
感
染
症
対
策

33
億
７
１
５
８
万
円

●
八
木
山
動
物
公
園
整
備

１
億
３
５
３
５
万
円

●
総
合
計
画
の
推
進

２
２
７
８
万
円

●
人
材
育
成
機
能
・
組
織
力
強
化

２
０
９
５
万
円

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

２
６
８
億
８
０
４
０
万
円

●
総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
運
用

８
８
４
３
万
円

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
促
進
し
ま
す
。
産

学
官
金
の
連
携
に
よ
り
、
防
災
関
連
産

業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
外

部
の
資
源
を
活
用
し
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
）
に
取
り
組
み
、
新
た
な

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
支
援
し
ま

す
。
I
C
T
産
業
の
振
興
や
高
度
I
C

T
人
材
の
育
成
・
確
保
、
地
域
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
等
を
進
め
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

中
小
企
業
人
材
確
保
・
雇
用
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
６
１
１
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
り
就
職
が
困
難
な
状

況
の
新
卒
者
や
非
正
規
雇
用
で
働
く
若

者
に
向
け
て
就
職
・
定
着
支
援
を
行
い
、

地
元
企
業
の
人
材
確
保
を
図
り
ま
す
。

非
正
規
雇
用
で
働
く
就
職
氷
河
期
世
代

を
対
象
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
正
規
雇

用
を
促
進
す
る
な
ど
、
中
小
企
業
の
人

材
確
保
・
雇
用
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

中
小
企
業
経
営
基
盤
強
化７

７
６
８
万
円

　
中
小
企
業
の
課
題
解
決
や
経
営
革
新

の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
経
営
の
安
定

化
や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

人
材
育
成
や
事
業
承
継
な
ど
の
組
織
制

度
の
課
題
に
対
し
て
も
支
援
し
ま
す
。

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企

業
の
経
営
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開

設
す
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
の
活
用
等
に
よ

る
収
益
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進１

億
７
２
８
３
万
円

　
民
間
事
業
者
が
行
う
６
次
産
業
化
を

推
進
し
、
農
業
の
高
付
加
価
値
化
や
農

産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。
市

内
農
産
物
の
生
産
か
ら
流
通
・
販
売
ま

で
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N

S
で
地
産
地
消
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

農
林
業
振
興

30
億
１
１
８
８
万
円

　
集
落
営
農
組
織
等
の
人
材
育
成
や
経

営
体
の
法
人
化
等
を
支
援
し
、
競
争
力

の
高
い
農
業
経
営
体
を
育
成
し
ま
す
。

幹
線
水
路
等
の
農
業
用
施
設
の
更
新
を

進
め
る
な
ど
、
生
産
基
盤
の
強
化
と
災

害
に
強
い
農
村
環
境
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
農
林
業
の
持
つ
多
面
的
機
能

の
維
持
・
保
全
に
よ
り
、
農
林
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

観
光
振
興　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
９
億
２
０
８
０
万
円

　
「
仙
台
市
交
流
人
口
ビ
ジ
ネ
ス
活
性

化
戦
略
」
に
基
づ
き
、
仙
台
・
東
北
エ

リ
ア
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
国
内
外
の
旅
行
者
が
楽
し
め

る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
掘
・
創
出

を
行
い
ま
す
。
外
国
人
視
点
に
よ
る
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
・
磨
き
上
げ
を

行
い
、
国
・
地
域
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

※
令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

ワ
ク
チ
ン
接
種

57
億
５
１
９
５
万
円

　

高
齢
者
等
か
ら
順
次
市
民
に
対
し

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
・
重
症
化
予
防

を
推
進
し
ま
す
。

た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
ま
す
。
現
地
に
集
ま
る
会
議
と
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
組
み
合
わ
せ
て
開
催
さ

れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
議
に
対
し
、
助

成
を
行
い
ま
す
。

観
光
客
誘
致
宣
伝１

億
７
１
７
８
万
円

　
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
動
向
を
的
確
に

把
握
し
、
効
果
的
な
誘
客
に
つ
な
げ
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

取
り
組
み
ま
す
。
東
北
６
県
の
自
治
体

や
事
業
者
、
J
R
グ
ル
ー
プ
等
が
共
同

し
て
本
年
４
月
～
９
月
に
取
り
組
む
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
合
わ
せ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
す
。

東
北
連
携
推
進

２
億
８
３
７
９
万
円

　
東
北
の
各
都
市
や
関
係
団
体
等
と
連

携
し
て
、
東
北
の
魅
力
を
発
信
し
誘
客

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
観
光
客
の
周
遊
促
進
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
自
宅
に
居

な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
の
実
施
等
を
通
じ
て

東
北
の
フ
ァ
ン
を
創
出
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
19
億
５
４
０
０
万
円

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
当
た
り
、
イ
タ
リ
ア
共
和

国
等
か
ら
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入

れ
や
、
各
競
技
団
体
等
と
連
携
し
た
交

流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
改
修
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

文
化
振
興　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
34
億
９
０
２
２
万
円

　
「
楽
都
仙
台
」・「
劇
都
仙
台
」
の
取

り
組
み
や
文
化
施
設
の
改
修
等
を
進
め
、

都
市
の
個
性
と
市
民
の
創
造
性
を
生
み

出
す
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
新
し
い
モ
デ
ル

と
な
る
事
業
に
対
し
、
助
成
を
行
い
ま

す
。

市
役
所
業
務
デ
ジ
タ
ル
化
推
進　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
億
４
６
２
８
万
円

　
本
市
業
務
へ
の
R
P
A
の
利
活
用
推

進
や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
運
用
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
証
明
書

な
ど
を
請
求
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
実
証

実
験
や
、
窓
口
で
支
払
う
手
数
料
等
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
決
済
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
実
証
実
験
を
行
う
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
を
図
り
、
業
務

の
効
率
化
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

ガ
ス
事
業
の
民
営
化　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
１
６
６
万
円

　
ガ
ス
小こ

売う
り

全
面
自
由
化
な
ど
事
業
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和

４
年
度
内
の
ガ
ス
事
業
の
民
営
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

衛生研究所でのPCR検査。迅速に検査を受
けられる体制の確保を進めます

市内の学校給食に環境保全米を提供する
ため、市内農業者の環境保全米の生産を
支援します

中小企業応援窓口では、補助金等
の申請やテレワークの導入など、
ワンストップで相談に応じます



地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進

５
０
２
７
万
円

　
宮
城
地
区
西
部
で
の
I
C
T
や
A
I

等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
回
覧
板
の

電
子
化
、
鳥
獣
害
対
策
の
取
り
組
み
や
、

東
部
沿
岸
地
域
に
お
け
る
新
た
な
魅
力

発
信
な
ど
、
地
域
に
よ
り
異
な
る
課
題

に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
多
様
な
主
体

が
持
つ
力
を
課
題
解
決
や
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
な
ど
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト

６
億
４
０
８
７
万
円

　
町
内
会
等
の
運
営
を
支
援
し
、
活
性

化
・
持
続
性
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
地

域
課
題
の
現
状
分
析
・
調
査
や
複
数
団

体
が
協
働
で
行
う
取
り
組
み
に
対
し
助

成
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
団
体
等
に

専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
持
っ

た
市
民
等
が
関
わ
り
、
課
題
解
決
を
後

押
し
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

公
共
交
通
活
性
化
等
推
進

６
億
７
３
０
１
万
円

　
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
、
公
共
交
通
を
中

心
と
し
た
利
用
し
や
す
い
交
通
体
系
の

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
公
共
交
通
の
在
り
方
等
を
位

置
付
け
る
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

す
る
ほ
か
、
地
域
交
通
の
試
験
・
実
証

市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します
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人
の
つ
な
が
り
が
育
む
豊
か
な
地
域
づ
く
り

主要
事業

運
行
等
に
係
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

６
億
１
２
１
万
円

　
市
民
が
相
互
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り
や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促

進
の
た
め
、
各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

民
生
委
員
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
力

員
制
度
を
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

47
億
１
２
２
２
万
円

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
や
地
域

支
え
合
い
活
動
へ
の
支
援
、
生
活
支
援

体
制
づ
く
り
な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業

33
億
６
６
８
６
万
円

　
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
充
実
や
介
護
予
防
活
動
の
担
い
手

づ
く
り
・
活
動
の
場
づ
く
り
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

障
害
者
保
健
福
祉
の
推
進

３
１
１
億
１
８
３
３
万
円

　
障
害
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

障
害
理
解
の
促
進
や
障
害
児
支
援
の
充

実
、
就
労
と
社
会
参
加
の
促
進
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

地
域
生
活
支
援
体
制
の
充
実

63
億
６
３
４
８
万
円

　
障
害
者
の
相
談
支
援
や
重
度
障
害
者

の
地
域
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。
中
高

年
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
に
安

心
し
て
対
人
交
流
が
で
き
る
居
場
所
を

提
供
し
各
種
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う

な
ど
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー

の
運
営
や
S
N
S
を
活
用
し
た
若
年
者

向
け
の
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
、
自
殺

予
防
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
健
康
づ
く
り
推
進29

億
３
１
６
万
円

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
「
歩
こ

う
動
こ
う
脱
メ
タ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
展
開
や
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化

予
防
の
た
め
の
保
健
指
導
の
手
法
や
医

療
機
関
の
連
携
体
制
の
確
立
に
向
け
た

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
な
ど
、
生
涯
に
わ

た
り
市
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
導
入

１
０
０
９
万
円

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
貸
し
出

し
・
閲
覧
が
可
能
と
な
る
電
子
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

非
来
館
型
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
確
か
な
学
力
育
成　
　
　
　
　
　
　

　
３
億
８
２
０
５
万
円

●
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
教
育

　
の
充
実　
　
　
　
　
３
５
３
９
万
円

●
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
推
進

６
６
１
２
万
円

●
学
校
教
育
施
設
整
備　
　
　
　
　
　

１
１
０
億
５
２
８
３
万
円

●
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
１
１
万
円

●
地
域
安
全
対
策

９
２
７
０
万
円

●
消
費
者
支
援　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  　
　
３
２
０
１
万
円

●
男
女
共
同
参
画
の
総
合
的
推
進

６
億
９
８
８
３
万
円

●
多
文
化
共
生
推
進

３
９
５
２
万
円

●
人
と
猫
と
の
共
生
支
援

４
４
６
万
円

●
自
転
車
安
全
利
用
の
促
進

１
億
６
１
７
４
万
円

G
ギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

４
億
４
９
４
５
万
円

　
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成

し
、
多
様
な
学
び
で
豊
か
な
創
造
性
を

育
む
た
め
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
安
定
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
運
用
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
理
解
の
向
上
や
教
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
指
導
者
用
の
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
小
・
中
学
校
に
導
入

し
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
指
導
や
学
習
モ
デ
ル
の
普
及
を
推
進

す
る
た
め
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
推
進

校
を
指
定
し
、
実
践
研
究
を
行
い
ま
す
。

35
人
以
下
学
級
の
実
施

６
億
８
０
４
２
万
円

　
小
学
校
に
お
け
る
35
人
以
下
学
級
編

成
を
、
小
学
１
・
２
年
生
に
加
え
、
小

学
３
年
生
ま
で
に
拡
充
し
、
教
員
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

と
し
っ
か
り
向
き
合
え
る
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

不
登
校
対
策
推
進　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
億
２
５
５
２
万
円

　
現
在
市
立
中
学
校
５
校
に
設
置
し
て

い
る
、
不
登
校
生
徒
の
学
校
内
の
居
場

所
と
な
る
在
籍
学
級
外
教
室
「
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
設
置
校
を
10
校

に
拡
充
し
、
担
当
教
員
を
増
員
し
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
I
C
T

を
活
用
し
た
学
習
支
援
や
適
応
指
導
セ

ン
タ
ー
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
な
ど
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
状

況
に
応
じ
た
環
境
づ
く
り
や
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
16
億
２
９
１
７
万
円

　
い
じ
め
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導
の
中

核
を
担
う
児
童
支
援
教
諭
や
、
児
童
生

徒
が
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
さ
わ

や
か
相
談
員
の
配
置
を
拡
充
す
る
な
ど
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
「
い
じ
め
等
相
談

支
援
室　
Sエス
―
Kケ
ッ
ト
E
T
」
を
運
営
し
、

い
じ
め
に
悩
む
児
童
生
徒
等
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
推
進　
　

　
　
　
　
　
７
２
９
億
９
３
６
０
万
円

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
認
可
保
育
所
等
の

保
育
基
盤
の
整
備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

都
市
公
園
等
に
一
時
的
に
遊
具
を
設
置

し
て
子
ど
も
の
遊
び
の
環
境
に
関
す
る

実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。
子
育
て
を
地

域
社
会
全
体
で
支
え
る
取
り
組
み
を
進

め
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

２
９
５
４
万
円

　
学
校
の
長
期
休
業
期
間
な
ど
見
守
り

が
困
難
な
時
期
に
、
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
の
居
宅
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
食

品
の
提
供
や
学
習
・
生
活
相
談
等
の
支

援
を
行
う
な
ど
、
各
種
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ

た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

６
５
４
億
７
９
１
６
万
円

　
不
妊
に
悩
む
方
の
特
定
治
療
へ
の
費

用
の
助
成
拡
充
や
不
育
症
検
査
へ
の
費

用
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
施

設
に
お
け
る
多
胎
児
の
一
時
預
か
り
の

利
用
料
の
一
部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、

S
N
S
を
活
用
し
た
子
ど
も
・
子
育
て

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭

等
に
家
事
等
の
支
援
を
行
う
家
庭
生
活

支
援
員
の
派
遣
事
業
に
お
け
る
派
遣
の

要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら

出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

小・中学校において、さまざまな教科でタブレット
端末を活用した授業を行います

住民主体の通いの場にリハビリテ
ーション専門職を派遣するなど、
地域の介護予防の取り組みを支援
します

保育所等における一時預かりや延長・休日
保育など多様な保育サービスの実施により、
切れ目のない支援の充実を図ります
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杜
の
都
の
可
能
性
を
広
げ
る
ま
ち
づ
く
り

主要
事業

都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
に
ぎ
わ
い
と
交
流
、
継
続
的
な
経
済

活
力
を
生
み
出
し
続
け
る
「
躍
動
す
る

都
心
」を
目
指
し
、引
き
続
き
市
民
や
事

業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
「
都
心
再
構

築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
の
魅
力
・
活
力
向

上
の
た
め
、
道
路
空
間
の
再
構
成
と
利

活
用
推
進
に
向
け
た
社
会
実
験
を
行
い

ま
す
。
市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え
に
係

る
基
本
設
計
お
よ
び
新
本
庁
舎
低
層
部

な
ど
に
お
け
る
民
間
活
力
導
入
可
能
性

調
査
や
、
勾
当
台
公
園
再
整
備
基
本
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
居
心
地
が
良

く
巡
り
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
空
間

を
創
出
す
る
た
め
、
青
葉
通
・
宮
城
野

通
な
ど
に
お
い
て
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
が
実
施
す
る
社
会
実
験
を
支
援

し
ま
す
。
楽が
く

都と

に
ふ
さ
わ
し
い
音
楽
ホ

ー
ル
に
つ
い
て
、
整
備
に
向
け
た
検
討

を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業

●
定
禅
寺
通
活
性
化
推
進

１
億
８
１
６
６
万
円

●
市
役
所
本
庁
舎
建た
て
か
え替

４
億
９
６
５
３
万
円

●
勾
当
台
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定

８
０
８
万
円

●
ま
ち
な
か
ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
推
進

８
４
４
万
円

●
音
楽
ホ
ー
ル
整
備
検
討

９
８
６
万
円

次
世
代
放
射
光
施
設
等
関
連
産
業
振

興

１
８
０
４
万
円

　
次
世
代
放
射
光
施
設
の
立
地
を
仙

台
・
東
北
の
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
付
加
価
値
の
創
造
な
ど
に
つ

な
げ
る
た
め
、
放
射
光
施
設
の
利
活
用

に
向
け
た
普
及
啓
発
等
を
実
施
し
ま
す
。

企
業
立
地
促
進

５
億
９
１
２
１
万
円

　
企
業
の
拠
点
分
散
化
や
テ
レ
ワ
ー
ク

等
に
活
用
可
能
な
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
を

東
北
大
学
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の
既
存
研

究
棟
を
活
用
し
て
整
備
し
ま
す
。
本
市

の
企
業
立
地
環
境
の
情
報
発
信
や
新
規

開
拓
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う
た

め
の
環
境
を
整
備
し
、
企
業
誘
致
に
向

け
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

起
業
支
援

１
億
２
７
０
４
万
円

　
創
業
に
関
連
す
る
各
種
申
請
窓
口
と

連
携
し
、
開
業
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
支
援
を
行
う
開
業
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
仙
台
・

東
北
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
連

続
的
に
生
み
出
す
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
を
図
る

と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

や
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目
指
す
起
業

家
に
対
し
、
実
践
的
知
識
の
習
得
や
資

金
調
達
、
事
業
提
携
等
に
関
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
。

脱
炭
素
都
市
づ
く
り
推
進

２
億
１
０
９
１
万
円

　
事
業
活
動
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
を
進
め
る
「
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
参

加
を
促
す
た
め
、
中
小
企
業
者
が
行
う

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
や
次
世
代
自
動

車
の
導
入
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
排
出
削
減
を
進
め
る
た

め
、
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
実

質
ゼ
ロ
と
な
る
住
宅
（
Zゼ
ッ
チ
E
H
）
の
普

及
促
進
に
向
け
た
補
助
を
行
う
な
ど
、

市
民
・
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
地
球
温
暖
化
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

資
源
循
環
都
市
づ
く
り
推
進

41
億
１
１
０
１
万
円

　
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
一
括
収
集
し
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
実
証
事
業
を
、
地
域
・
期
間
等

を
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。
家
庭
の
未

利
用
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
に
提
供

す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
拡
充
を

図
り
食
品
ロ
ス
削
減
を
推
進
す
る
な
ど
、

生
活
ご
み
・
事
業
ご
み
の
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
進
め
、
資
源
循

環
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

３
億
８
５
４
９
万
円

　
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
東
部
沿
岸

地
域
に
お
け
る
津
波
避
難
広
報
や
情
報

収
集
を
行
う
ド
ロ
ー
ン
を
整
備
し
ま
す
。

更
新
期
を
迎
え
る
地
震
体
験
車
に
代
え
、

災
害
を
疑
似
体
験
す
る
た
め
の
V
R
機

器
を
導
入
し
体
験
型
学
習
機
能
を
強
化

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
等

に
対
応
し
た
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

救
急
体
制
整
備

９
億
５
３
９
４
万
円

　
救
急
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
救
急
隊
員
の
資
質

を
向
上
さ
せ
、
地
域
に
お
け
る
救
命
効

果
を
高
め
ま
す
。

仙
台
城
跡
整
備
推
進

３
９
３
７
万
円

　
史
跡
仙
台
城
跡
の
全
体
像
の
解
明
と

整
備
の
た
め
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
大
手
門
の
復
元
に
向
け
た
基

礎
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
城

郭
ら
し
い
歴
史
と
趣
を
感
じ
る
景
観
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進

１
億
４
２
４
９
万
円

　
令
和
５
年
度
の
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
の
開
催
に
向
け
、
会
場
設
計
や
実
施

計
画
の
策
定
等
を
行
い
ま
す
。
緑
化
フ

ェ
ア
の
メ
イ
ン
会
場
の
一
つ
で
あ
る
広

瀬
川
に
お
い
て
、
広
場
や
遊
歩
道
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

青
葉
山
公
園
整
備18

億
３
７
９
３
万
円

　
杜
の
都
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
公
園
と

し
て
、
仙
台
・
青
葉
山
に
関
す
る
情
報

発
信
や
体
験
・
交
流
の
拠
点
施
設
と
な

る
（
仮
称
）
公
園
セ
ン
タ
ー
や
中
央
広

場
を
整
備
し
ま
す
。

百
年
の
杜
づ
く
り
推
進

23
億
１
５
３
９
万
円

　
西
公
園
な
ど
の
公
園
整
備
を
行
い
、

都
心
部
の
緑
の
回
廊
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
建
築
物
等
緑
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
、
質
の
高
い
緑
化
の
誘
導
を
図

る
な
ど
、
市
民
協
働
で
「
百
年
の
杜
づ

く
り
」
に
取
り
組
み
、
杜
の
都
に
ふ
さ

わ
し
い
緑
豊
か
な
都
市
空
間
の
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

交
遊
の
海
辺
づ
く
り

５
０
８
９
万
円

　
東
部
沿
岸
地
域
に
お
い
て
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
地
元
住
民
等
が
協
働
で
ア
ー

ト
作
品
を
制
作
す
る
な
ど
に
ぎ
わ
い
を

つ
く
り
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
沿
岸
部
の
回
遊
性
向
上

を
目
指
し
、
各
種
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
を
行
う
ほ
か
、
地
域
住
民
や
団
体
等

と
の
意
見
交
換
を
進
め
、
同
地
域
の
持

続
的
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

機
能
集
約
型
都
市
づ
く
り
の
推
進
と

良
好
な
居
住
地
域
づ
く
り

13
億
５
９
２
１
万
円

　
仙
台
駅
西
口
駅
前
広
場
の
再
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
地
域
別
構
想
の
策
定
や
立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
目
的
地
ま
で

の
ル
ー
ト
や
飲
食
店
等
の
検
索
・
予

約
・
決
済
ま
で
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
一
括
し
て
行
う
仕
組
み
「
仙
台

Mマ

ー

ス

a
a
S
」
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

被
災
者
健
康
支
援

７
８
１
万
円

　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
と
体
の
健
康

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
消
防
団
充
実
強
化　
　
　
　
　
　
　

１
億
３
４
４
２
万
円

●
安
全
・
安
心
確
保
の
取
り
組
み　
　

　
　
　
　
　
12
億
６
４
５
７
万
円

●
総
合
的
な
浸
水
対
策

25
億
９
５
５
５
万
円

●
都
市
計
画
街
路
整
備　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
23
億
１
７
４
３
万
円

●
道
路
新
設
改
良　
　
　
　
　
　
　
　

77
億
５
２
０
３
万
円

●
橋
り
ょ
う
整
備　
　
　
　
　
　
　
　

31
億
４
６
５
９
万
円

●
公
園
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33
億
２
３
２
２
万
円

●
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
億
１
７
９
４
万
円

維
持
・
向
上
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
運
動
教
室
の
実
施
、
心
の
ケ

ア
な
ど
、
一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ

た
き
め
細
か
な
健
康
支
援
を
行
い
ま
す
。

防
災
環
境
都
市
づ
く
り
推
進

４
８
１
４
万
円

　
多
様
な
市
民
が
防
災
等
を
学
び
発
信

す
る
「
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。
気
候
変
動
等
の
新
た

な
都
市
課
題
に
取
り
組
む
団
体
の
活
動

等
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
な
ど
、

多
様
な
主
体
の
活
動
を
国
内
外
に
発
信

し
、「
防
災
環
境
都
市
」
の
ブ
ラ
ン
ド

の
形
成
を
図
り
ま
す
。

メイン会場となる青葉山公園追廻地区
会場のイメージ図。大規模花壇や多彩
な庭園などを設置します

肴
さかな
町公園内に仮設の建物等

を設置しワークショップを行
うなど、交流拠点づくりの社
会実験を行います

救急要請の多い平日日中の時間帯に対
応する「（仮称）デイタイム救急隊」の、
令和４年度運用開始に向けた整備を行
います



■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
世
代
間
交
流
を

促
進
し
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
育
て
る

「
泉
区
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
七

北
田
川
ク
リ
ー
ン
運
動
」、「
泉
ケ
岳

悠ゆ
う

・
遊ゆ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
大
学

が
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
を
図

る
「
い
ず
み
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

事
業
」
や
、
泉
中
央
地
区
の
活
性
化

に
資
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
区

民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
青
葉
区
民
ま

つ
り
」、「
宮
城
地
区
ま
つ
り
」
な
ど

を
企
画
・
開
催
す
る
と
と
も
に
、
区

民
主
体
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
や
区
の
魅

力
を
高
め
る
活
動
、
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

各区内の主要事業

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
み
や
ぎ
の
・

ま
つ
り
」
の
開
催
や
、「
宮
城
野
盆

唄
」
の
普
及
、
子
育
て
、
防
災
、
地

域
の
魅
力
発
信
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
う
ほ
か
、
公
募
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
多
様
な
主
体
が
連
携
し
た
地
域
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
情
報

共
有
・
課
題
検
討
を
行
う
勉
強
会
や
、

実
践
活
動
に
つ
な
が
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
若
手
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
研
修
会
等

を
開
催
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
部
沿

岸
地
域
の
歴
史
な
ど
を
未
来
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
な
ど
の

魅
力
を
発
信
し
、
交
遊
や
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
被
災
者
交
流
活
動
へ
の
公
募
に
よ

る
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
太
白
区
民
ま

つ
り
」
や
小
学
生
の
体
験
学
習
事
業
、

区
内
の
自
然
・
歴
史
を
探
訪
す
る
事

業
な
ど
を
企
画
・
開
催
す
る
ほ
か
、

公
募
に
よ
り
、
市
民
団
体
が
実
施
す

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
担

い
手
同
士
の
交
流
の
機
会
を
創
出
す

る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

内
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
団
体
と

各
種
活
動
団
体
の
連
携
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
東
北
学
院
大
学
の
新
キ

ャ
ン
パ
ス
開
設
を
見
据
え
た
大
学
・

地
域
団
体
と
の
協
働
推
進
、
東
部
沿

岸
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た

事
業
者
・
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

や
調
査
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
交
流
が
生
ま
れ

る
「
若
林
区
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

や
、「
若
林
わ
く
ド
キ
ま
ち
歩
き
」

な
ど
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
魅
力

を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
公
募
に
よ
り
、

市
民
団
体
が
自
発
的
に
取
り
組
む
ま

ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
を
通
し

て
、
生
出
・
坪
沼
地
区
の
活
性
化
を

引
き
続
き
支
援
す
る
ほ
か
、
秋
保
地

区
の
魅
力
を
生
か
し
た
体
験
観
光
に

よ
る
交
流
促
進
や
、
空
き
家
の
利
活

用
に
よ
る
移
住
促
進
等
を
進
め
、
西

部
中
山
間
地
の
活
性
化
と
地
域
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

宮
城
野
区

　

青
葉
区

　

若
林
区

　

太
白
区

　

泉
区

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
持
つ
力

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

（
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
強
化
、
学
生
の
参
加
に
よ
る
地
域

づ
く
り
推
進
、
作
並
・
新
川
地
区
活

性
化
、
仙
台
萬
本
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
進
む
宮
城
地
区
西
部
（
作
並
・
新

川
地
区
、
大
倉
地
区
）
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技
術
を
活

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
被
災
者
交
流
活
動
へ
の
公
募
に
よ

る
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
六
郷
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　
六
郷
地
区
の
住
民
の
方
々
や
地
域

の
団
体
を
対
象
に
、
健
康
課
題
解
決

の
た
め
の
啓
発
を
行
い
、
健
康
に
つ

な
が
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
泉
西
部
地
区
の
活
性
化
や
魅
力
発

信
の
た
め
に
実
施
す
る
、
地
域
住
民

小学生の体験学習事業、「たいはくっこくらぶ」
  での野菜収穫体験の様子

さかいの地区創生会による「水生生物
　観察会」の様子

「六郷市民まつり」での健康づくり
イベント

▲いずみ絆プロジェクト支援事業
で地域の環境を考える講座を行う
学生団体（写真は生物観察の様子）

▼泉区の夏の風物詩「泉区民
ふるさとまつり」のフィナー
レでは花火が夜空を彩ります

「みやぎの・まつり」では、神
み
輿
こし

担ぎで祭りの雰囲気を盛り上げま
す

中野小学校跡地に設置された「なかの
伝承の丘」では、かつての住民の皆さ
んによる清掃活動が行われています

魅力ある地域を訪ねる「若林わくドキまち
歩き」

■
郡
山
遺
跡
整
備

　
史
跡
地
の
公
有
化
と
史
跡
公
園
と

し
て
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
四
郎
丸
小
学
校
の
校
舎
等
増
改
築

工
事
を
行
い
ま
す
。

■
東
中
田
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕■
袋
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
設
計

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
山
田
中
学
校
区
、
生
出
中
学
校

区
）

■
道
路
整
備

　
郡
山
折
立
線
、
向
山
１
号
線
、
仙

台
山
寺
線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
熊
野
宮
橋
の
整
備
や
、
鹿
野
公
園

前
歩
道
橋
、
名
取
２
号
橋
、
杉
沢
橋

等
の
補
修
工
事
、
太
白
大
橋
等
の
耐

震
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
（
仮
称
）
富
沢
駅
西
４
号
公
園
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
八
木
山
動
物
公
園
整
備

水位や水温をＩＣＴ機器で管理
し、農薬や肥料を使わずに育て
た稲の収穫祭（新川地区）

地域の方々が企画運営し、折立公
園に優しい明かりをともした光の
イベント「ライトアートin折立」
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用
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

主
体
の
取
り
組
み
や
情
報
発
信
に
対

し
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
等
の
課
題
を
抱
え
る
郊
外
居

住
地
区
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
大
学

や
民
間
事
業
者
等
と
協
働
で
実
施
す

る
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組

み
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
建た
て
替か
え
事
業

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
七
北
田
中
学
校
の
校
舎
増
改
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
将
監
地
域
複
合
施
設
建
設

■
南
中
山
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕■
高
森
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
虹
の
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕
設
計
（
鶴
が
丘
、
住
吉
台
）

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
七
北
田
中
学
校
区
）

■
道
路
整
備

　
泉
塩
釜
線
、
長
命
ケ
丘
幹
線
３
号

線
、
加
茂
幹
線
１
号
線
、
桂
島
上
野

線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
道
路
施
設
等
長
寿
命
化
修
繕

　
泉
ケ
岳
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
改

修
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
（
仮
称
）
新
馬
橋
の
整
備
や
、
泉

中
央
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の

補
修
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
七
北
田
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

■
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
設
計

■
蒲
生
北
部
地
区
復
興
再
整
備

　
蒲
生
北
部
地
区
に
お
い
て
土
地
区

画
整
理
事
業
等
を
進
め
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
榴
岡
小
学
校
の
校
舎
等
増
改
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
鶴
ケ
谷
第
二
市
営
住
宅
団
地
再
整

備
推
進

■
福
田
町
駅
自
由
通
路
等
検
討
調
査

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
実
施
す
る
福
田
町

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
伴
い
、
鉄

道
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
駐
輪
場
等
の
施
設
整
備
の

検
討
を
進
め
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
今
市
福
田
線
、
鍋
沼
線
等
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
宮
城
野
大
橋
、
新
田
東
大
橋
等
の

補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
高
砂
中
央
公
園
、
仙
台
駅
東
１
・

２
号
公
園
、
蒲
生
北
部
２
号
公
園
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
大
規
模
改
修
等
設
計

　
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

区
役
所
庁
舎
の
大
規
模
改
修
設
計
と

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
を
目
指
し

て
、
内
部
改
修
等
の
設
計
を
行
い
ま

す
。

■
沖
野
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

■
若
林
区
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕
設
計

■
蒲
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕

■
道
路
整
備

　
宮
沢
根
白
石
線
、
長
喜
城
霞
目
線

等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
荒
井
南
１
号
公
園
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
戦
災
復
興
記
念
館
大
規
模
修
繕

■
片
平
児
童
館
建
設
設
計 

■
旭
ケ
丘
駅
前
公
共
施
設
整
備

■
水
の
森
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕 ■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕
（
川
平
、
川
前
）

■
仙
台
駅
西
口
ガ
ス
灯
改
修

　
経
年
に
よ
り
不
具
合
が
発
生
し
て

い
る
ガ
ス
灯
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
基
本
に
改
修
を
進
め
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
高
畑
定
義
線
、
北
二
番
丁
線
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
落
合
橋
の
架
け
替
え
工
事
、
仙
台

駅
西
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、

陸
前
落
合
駅
歩
道
橋
の
補
修
工
事
等

を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
勾
当
台
公
園
再
整
備
基
本
計
画
の

策
定
、
青
葉
山
公
園
、
西
公
園
、（
仮

称
）
米
ケ
袋
一
丁
目
公
園
、
上
杉
公

園
、（
仮
称
）
愛
子
公
園
等
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
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